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学校教育目標 

豊かな心と表現力を養い，仲間と共に社会貢献できる，たくましい生徒の育成 

～ 自律・尊重・向上 ～ 

 

○生徒会活動の充実 
・生徒の主体的な取組や頑張りへの肯定的評価 
・集会活動の定例開催と内容の充実 
・地域への貢献活動の促進（一校一貢献） 

○生徒指導・不登校対策・教育相談活動の充実 

 ・個別の指導計画の作成と組織的な取組推進 
・生徒アンケート・QU 等による実態把握と早期対応 
・長期欠席・不登校生徒数の増加への対応，取組強化 

たくましい心身の育成 

＜自己指導能力の育成＞ 

○効率的で組織的な校務運営・業務改善 
・水曜日のかたまり時間を使った学年会・部会

等の定例化・活性化，進行管理の徹底と改善 
・ボトムアップによる業務改善の推進 

○長時間勤務の縮減 

・上限の目安時間を超えない時間管理の徹底 
・働く者の意識醸成（ワークライフバランス） 
・新日課表の継続実施，定時退校日の厳守 

働き方改革の推進 

＜子供と向き合う時間の確保＞ 

めざす学校像 
～地域に「元気」と「感謝」を 

届ける誇りある学校～ 

確かな学力を身につけさせる学校 

自ら学ぶ力を育てる学校 

教室が安心できる居場所になる学校 

常に挨拶が交わされ，礼儀正しく，

活気がある学校 

自主・協働・勤労 
校訓 

五中マスコット 

 キャラクター      つなぐくん 

めざす生徒像 
～自己を認識し，自分の人生を選択し， 

表現することができる生徒～ 

自ら考え，より良く判断し，行動する生徒 

夢や志を持って，自らの進路を切り拓く生徒 

仲間と磨き合い，向上心を持ち高め合う生徒 

困難な時にも意欲を持って挑戦し，やり遂

げる生徒 

めざす教職員像 
～学び続け， 

期待される教職員～ 

生徒と共に学び，高まる教職員 

生徒の良さや個性を伸ばす教職員 

教育公務員としての自覚と誇りを

持つ教職員 

互いに思い合う教職員 

育てたい資質・能力 

研究テーマ  基礎・基本の定着を図る授業の工夫・創造 

～教科の特性を生かした振り返り活動の充実を通して～ 

主体性 表現力 思考力 知識及び技能 

○学力向上を意識した授業改善 
 ・教科の特性を生かした振り返り活動の充実 
 ・定期試験問題の積極的な活用 

・教科ごとの「PDCA サイクルシート」作成，取組の可視化 
○家庭学習の充実 
 ・各教科での工夫，家庭学習を生かした授業づくり 

・各学年の取組・実態に応じた「第 GO ノート」の活用と点検 
・家庭学習時間の増加と効果的な学習方法の定着 

確かな学力の育成 

＜主体的な学びを促す授業づくり＞ 


